
民
政
に
励
ん
だ
郡
奉
行
手
代
が
死
罪
と
い
う
理
不
尽 

  

水
戸
市
見
和
二
丁
目
に
住
む
野
澤
汎
さ
ん
の
曽
祖
父
・
野
澤
三
郎
衛
門
は
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）

十
月
一
日
、
諸
生
派
の
一
人
と
し
て
処
刑
さ
れ
て
い
る
。
三
郎
衛
門
の
水
戸
藩
南
郡
奉
行
の
手
代
で
、
十

石
五
人
扶
持
を
給
さ
れ
た
藩
士
だ
っ
た
。 

 

「
別
に
諸
生
で
も
天
狗
で
も
な
い
。
職
務
に
忠
実
に
、
南
郡
内
の
村
々
も
回
っ
て
民
政
に
努
め
て
い
た

下
級
役
人
で
す
。
そ
の
曽
祖
父
が
な
ぜ
殺
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
」 

 

疑
問
の
み
な
ら
ず
義
憤
も
感
じ
た
と
い
う
汎
さ
ん
は
、
三
郎
衛
門
に
つ
い
て
、
自
ら
調
べ
始
め
、
二
〇

〇
四
年
に
は
「
末
裔
が
見
た
水
戸
藩
騒
動
の
真
実
」
と
い
う
一
冊
の
本
に
ま
と
め
、
出
版
し
た
。 

 

同
書
に
よ
れ
ば
、
三
郎
衛
門
は
大
和
流
弓
術
と
鉄
砲
の
達
人
だ
が
、
文
武
い
ず
れ
に
も
秀
で
た
能
使
だ

っ
た
。「
水
戸
藩
と
開
港
事
情
」
と
い
う
書
も
著
し
、
ま
た
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
は
滞
在
先
の
江

戸
か
ら
水
戸
に
送
っ
た
書
簡
の
中
で
、
幕
府
の
開
港
条
約
締
結
に
つ
い
て
憤
慨
し
て
い
る
。
「
天
狗
、
諸
生

何
れ
に
も
属
さ
ず
勿
論
戦
闘
に
も
加
わ
っ
て
お
ら
ず
、
郡
奉
行
所
の
手
代
と
し
て
忠
実
に
職
務
を
全
う
し

て
い
た
」
三
郎
衛
門
だ
が
、
思
想
上
は
む
し
ろ
天
狗
派
に
近
く
、「
真
に
国
家
を
憂
え
る
、
尊
攘
思
想
の
持

主
だ
っ
た
に
違
い
な
い
」
と
い
う
。 

 

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）、
天
狗
党
の
筑
波
山
挙
兵
の
時
も
、
職
務
に
励
ん
で
い
た
。
職
務
は
勧
農
・
風

儀
改
革
・
悪
者
取
締
で
あ
り
、
元
治
元
年
か
ら
は
賭
博
制
禁
・
賊
徒
捕
縛
の
仕
事
も
加
え
ら
れ
た
。 

 

た
だ
、
三
郎
衛
門
は
元
治
元
年
九
月
下
旬
か
ら
十
月
末
ま
で
潮
来
地
方
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

筑
波
山
挙
兵
一
統
の
う
ち
、
攘
夷
実
行
の
た
め
横
浜
へ
向
か
う
計
画
で
潮
来
・
鹿
島
地
方
に
入
っ
た
分
派

の
取
り
締
ま
り
に
あ
た
っ
た
。
と
い
っ
て
も
、
戦
闘
は
九
月
中
旬
に
は
終
わ
り
、
こ
の
分
派
勢
は
各
方
面

に
逃
走
し
て
い
る
か
ら
、
い
わ
ば
後
始
末
だ
っ
た
。
分
派
勢
を
か
く
ま
っ
た
者
へ
の
取
り
調
べ
と
、
そ
の

後
の
治
安
維
持
に
努
め
た
と
い
う
。 

 

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
、
九
月
八
日
に
明
治
と
改
元
）
四
月
、
郡
方
の
職
務
に
精
励
し
て
い
た
三
郎
衛

門
は
、
突
然
、
藩
の
補
使
に
連
行
さ
れ
、
赤
沼
牢
屋
敷
（
水
戸
市
東
台
二
丁
目
に
あ
っ
た
藩
の
牢
獄
）
に

入
れ
ら
れ
た
。
当
時
の
藩
政
は
、
藩
外
に
逃
れ
去
っ
た
市
川
三
左
衛
門
ら
の
諸
生
派
（
門
閥
派
）
政
権
に

代
わ
っ
て
、
京
都
か
ら
帰
っ
た
本
圀
寺
勢
や
復
帰
し
た
天
狗
派
の
者
た
ち
が
動
か
し
て
い
た
。 

 

三
郎
衛
門
は
な
に
ゆ
え
、
と
ら
わ
れ
の
身
に
な
っ
た
か
。
罪
状
ら
し
き
も
の
は
何
も
な
い
が
、
強
い
て

挙
げ
れ
ば
、
元
治
元
年
の
筑
波
山
挙
兵
分
派
の
取
り
締
ま
り
に
関
係
し
た
こ
と
が
、
藩
当
局
に
と
が
め
だ

て
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
死
罪
に
値
す
る
よ
う
な
行
為
で
は
な
い
。 

 

と
こ
ろ
が
十
月
一
日
、
三
郎
衛
門
は
突
然
処
刑
さ
れ
た
。
同
日
に
は
弘
道
館
の
戦
い
が
あ
っ
た
。「
九
月

二
十
八
日
か
ら
十
月
一
日
に
か
け
て
、
入
獄
中
の
諸
生
派
関
係
者
四
十
名
が
断
罪
に
処
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
う
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
で
す
ね
。
弘
道
館
を
占
拠
し
た
者
た
ち
に
呼
応
し
て
、
事
を
起
こ
さ
れ
て
は
と
恐

れ
た
の
で
し
ょ
う
が
・
・
・
」
と
汎
さ
ん
。 

 

野
澤
家
の
人
々
は
、
そ
の
後
が
大
変
だ
っ
た
。
汎
さ
ん
が
話
を
続
け
る
。 

 

「
明
治
二
十
二
年
に
士
族
と
し
て
の
家
名
再
興
が
許
さ
れ
ま
し
た
が
、
文
字
通
り
塗
炭
の
苦
し
み
だ
っ

た
、
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ま
た
野
澤
家
に
限
ら
ず
、
処
刑
さ
れ
た
者
の
家
族
や
子
孫
た
ち
は
、
み
そ
汁
の

豆
腐
の
具
は
賽
の
目
状
で
は
な
く
、
つ
ぶ
し
て
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
処
刑
者

に
執
行
前
夜
、
賽
の
目
の
豆
腐
が
入
っ
た
み
そ
汁
が
出
た
、
と
伝
え
ら
え
た
か
ら
で
す
」 


